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1. 概要 

観測機に取り付けたアクションカメラの映像を処理してバルー

ンの高度を算出する。精度を高めることで、他の高度データが

未入手の場合の代替手段として利用できると考えられる。 

 

2. 高度の算出方法と精度検証 

まず、図 1 のような元画像に魚眼キャリブレーション[1]をか

けて、カメラ（GoProHero5 を使用）による画像の歪みを補

正する。(図 2)このとき、元画像にはバルーンを放球した池間

島が完全に写り込んでいる画像を用いる。次に、ROI ベース

処理によって池間島の領域を抜き出したバイナリ画像を生成

し、池間島の領域のピクセル数を求め、下記の計算を行う。 

𝑝1: 池間島のピクセル数   𝑝2: 画像のピクセル数 

𝑎1: 池間島の面積 2.83km2[2]   𝑎2: 画像の範囲の面積 

𝑙: 画像垂直方向の距離   𝑓: カメラの垂直画角 

ℎ: バルーン高度   画像のアスペクト比は 16:9 

𝑎2 =𝑎1 𝑝 2/ 𝑝 1   
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16
𝑙2 -𝑎=0 (𝑙 > 0) 

𝜃 =90 –𝑓/2   ℎ = 𝑙/2𝑡𝑎𝑛𝜃 

これを複数の画像に対して行い、GPS の高度データと比較す

る。 

3. 結果と考察 

すべてのデータで実際の高度より低い高度が算出された。相対

誤差の平均値は-9.4％であった。精度を高めていけば、実用

化できると考える。 
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図 1 元画像 

 

図 2 魚眼補正後の画像 

 

図 3 池間島を抜き出したバイナリ画像 

 

図 4 高度の計算方法 

 

 

図 5 GPSの高度データと画像から算出した高度の関係 

 

file:///C:/MATLAB_EXPO2020/others/office@e-kagaku.com

